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自己紹介

竹﨑友哉(Tomoya "takez" Takezaki)
株式会社インターネットイニシアティブ

ネットワーク事業本部 基盤エンジニアリング本部 ネットワーク技術部 ネットワーク技術1課 (※IIJのグローバルバックボーンを運用する部署です)

経歴

2020年4月: IIJ新卒入社

2020年~2021年: OJT(オンサイト・24/7監視業務)

2022年~: バックボーン構築/運用

事業者間相互接続交渉/設計/構築

仕事

主務はAS2497 IP Backboneの設計・構築・運用

AS2497のPeering coordinatorとして対外接続交渉も担う

機材・資産管理から倉庫番、検証ルームのお守りなどもお仕事

趣味

旅行・酒(バーボンウィスキーとビールと芋焼酎をこよなく愛す

る)・コーヒー

日本・世界各所のインフラ施設を巡って写真に収めるのが好き

熱狂的鷹党
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アジェンダ

• IIJ/AS2497の構成・設備運用状況について
• 主な構築・移設プロジェクト

o FY2024 シンガポール設備更改

o FY2024 大阪中央POP設備増設・大阪北POP構築

o FY2025 Seattle POP移設
• まとめ
• ディスカッション

✓ 本プログラムではIIJの事例を紹介しつつどうすれば構築作業がスムーズに行くのか

皆様と議論できればと思っております！

✓ オフレコプログラムですのでぜひ皆様の失敗談や

ネットワーク物理構築をより良くするための知見を共有し合いましょう！
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IIJ/AS2497の構成・設備状況について
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IIJ/AS2497のネットワーク

全世界44POPs(飯田橋検証ルーム含め)

• うち34POPが国内、10POPが海外
• 自社含む22事業者

https://www.iij.ad.jp/company/backbone/
https://www.peeringdb.com/asn/2497
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IIJ/AS2497のネットワーク(続き)

要件に合わせ4つのバックボーンを設計・構築・運用

設備管轄部署もバックボーンごとに分離
• 24/7の運用はIIJエンジニアリングへ業務委託

ネットワークサービス

事業本部

基盤エンジニアリング本部

ネットワーク技術部

運用技術部

ネットワーク本部 インフラ技術部

モバイルサービス事業本部 MVNO事業部 基盤開発部
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直近の事例
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FY2024 シンガポール設備更改
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FY2024大阪中央POP設備増設・大阪北POP新設
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FY2024 大阪中央POP設備増設・大阪北POP新設

トラブル事例紹介
1. ベンダー納期遅延

2. 手配ミスによる納期遅延

3. 施工事故

4. 納品物品不足

5. 悪天候による輸送不安定
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FY2024 大阪中央POP設備増設・大阪北POP新設

手配ミスによる納期遅延
• ベンダーの手配ミス
• 事業者のケーブル納品ミス

✓ リカバリ案をお互いに考えつつ工期への影響を最小限に留める

✓ 相手も人間なのでミスは起こるもの

✓ ミスを責めても工事は進まない。

✓ 懐を痛めずにお互い着地できる場所
を探るのも1スキル

Generated by Copilot
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FY2025 Seattle POP移設



40

FY2025 Seattle POP移設

体調不良
• Day.4ごろから体調不良者が出始める。

• 最終的には日替わりで4人全員が何かしらの不調を訴えた。

• DCは機械に優しい場所であって人間にとっては過酷な場所(?)

対策
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FY2025 Seattle POP移設

体調不良
• Day.4ごろから体調不良者が出始める。

• 最終的には日替わりで4人全員が何かしらの不調を訴えた。

• DCは機械に優しい場所であって人間にとっては過酷な場所(?)

対策
✓ 日頃から「新ビオフェルミンS錠」で胃腸を鍛えておく
✓ ダメだった時用に「正露丸」
✓ 風邪薬は忘れずに。手洗いうがい徹底。

✓ 無理はしない。

✓体調・胃腸を制するものが海外構築・出張を制する！
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FY2025 Seattle POP移設

納品調整
• アメリカではUnion(労働組合)がとても強いため、納品や搬入は時間厳守が求め
られる。

➢ 超えた場合は時間外費用の発生や受け入れ拒否なども有り得る。

オンサイト調整
• 入館者へCOI(Certificate of Insurance)の事前提出が求められる。

• 作業中に設備を破損した場合の補償能力を証明する。
➢ 日本にはあまりない文化のため、これらの入手に苦労した…

➢ 日本語話者を手配する都合上、実際のオンサイトベンダーとの間に何社も挟
まる構造ができており、書類提出と説明に苦難

不足部材調達
• FS.COMでUS西/東どちらでも1~2日後に到着可能。

• 多過ぎれば返品も可能。返品文化なUS
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まとめ

振り返り
• シンガポール

• 現地ルールを知らなかった。慣れないことはやるもんじゃない
• 大阪

• 想定を超えるトラブル + トラブル + トラブル

• Seattle

• 政治情勢と文化を考慮する必要と十分な事前準備

共通して重要だったこと
余裕のあるスケジュール
現地調査
リカバリープラン
予備機・予備部材
ステークホルダー調整
「想定外は起きる」前提で準備・設計
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終わりよければ全て良し

大変だったことを肴にして最後は飲む
チキチキ海外構築慰労会(HKG,SGP)

✓ シンガポール海南鶏飯 水道橋店

フランクフルト/大阪北POP 完成祝賀パーティー

✓ フランツクラブ新丸ビル

イチロー殿堂入り記念チキチキシアトル構築慰労会

✓ ババガンプシュリンプ 東京
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ディスカッション内容

• 構築・移設をスムーズに進める上で、最も重要だと考えるポイントは何でしょうか？

• 構築作業における内製と外部委託のバランスはどのように取っていますか？

• 慣れない環境や拠点でのイレギュラーに対して、どのような事前準備をしていますか？

• 部材調達や機材手配において、どのような工夫・判断基準を持っていますか？（国内外問わ
ず）

• 国内メーカーのラック内部材の完成度の高さに比べて、海外での部材選定に難しさを感じるこ
とはありませんか？

• 環境差分（設備仕様・DCルール・文化など）への対応はどのように行っていますか？

• 輸送・調達に関する制約（輸出入・配送・保管など）にどのように対応していますか？

• 配送コストやリードタイムをどのように見積もり・コントロールしていますか？
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